
 

 

 

 

 

11日（月）～１４日（木）に，きずな週間がありました。 

 きずな週間では２年生から６年生の各学級代表児童が「学級目標」「その学級目標になった理由」

「目標達成のために，実際に学級でやってみる予定の事・やっていること」を発表しました。 

 「学級でやってみる予定の事・やっていること」については「ふわ

ふわ言葉や，優しい言葉をたくさん使う」「困っている人に声を掛け

る」「お互いに助け合う」「下の学年のお手本になれるように決まりを

守る」「行事に全力で取り組む」など，心が温まるものばかりでした。

各学級で取り組んでいく中で，それぞれの学級を，ひいては小松島小

学校をどんどん良いものにしていきたいですね。 

 

 

きずな週間の中で，子供たちにこんな話をしました。 

「ドラえもん」という漫画を知っていますか？ドラえもんは，そのポケットの秘密道具で，たくさん

の願いをかなえてくれます。その秘密道具の中に，「心の声スピーカー」というものがあります。こ

の道具は，人の心の声を聞くことができる，というものです。心の声が聞けたら便利ですよね。人が

喜んでいるとき，嬉しそうなとき，怒っているとき，ふさぎ込んでいるとき。口を開きづらそうな時

でも，その人が何を考えているのかが分かります。そんな道具があったら，とても便利ですよね。 

 でも，残念ながら現代にはまだ，その道具はありません。自分の思いや考えていることを人に伝え

る時はどうすればよいでしょうか。やはり，言葉を使って伝えるしかありません。皆さん，喜んでい

るとき，嬉しそうなとき，怒っているとき，ふさぎ込んでいるとき。考えていることを伝えてみてく

ださい。きっと，1人でそうしているときよりも心がふわっと軽くなりますよ。お話をされた方も，

「そういうことを思っていたんだね」と，心がふわっと軽くなるとはずです。考えていることを，言

葉で伝えること。とても大切です。是非実行していきましょう。 

 

 

 

 

21日（木）からは，夏休みです。友達と会う機会も減少する長期休みは，スマートフォンやパソコ

ン，タブレット端末などを使って過ごす時間が増える傾向にあります。必要な情報を調べたり，活用し

たりする力の高まりが期待できる半面，使い方を誤ると大きな問題につながります。また，健康に関わ

る問題を引き起こすこともあります。情報モラルを守って使用するよう，お声掛けください。裏面の例

を参考にして，使い方についてご家庭で話し合ってみてください。 
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夏休み，情報モラルも守りましょう 
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